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無彩色背景無彩色背景無彩色背景無彩色背景をををを利用利用利用利用したしたしたした提示提示提示提示スライドスライドスライドスライドにおけるにおけるにおけるにおける配色配色配色配色にににに関関関関するするするする    

色色色色のののの物理量物理量物理量物理量とととと文字文字文字文字のののの読読読読みやすさみやすさみやすさみやすさのののの関係関係関係関係    

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
   ＜あらまし＞無彩色である白黒背景を利用した提示スライドについて，識別の観点から文字の読み

やすさを調べるために，18 配色において主観評価実験を行った。色の物理量の関係性から文字の読み

やすさが予測できるかどうかについて検討することを目指し，実験結果について，背景色と文字色か

ら得られた明度差，色差，輝度比といった色の物理量と文字の読みやすさの関係性を示した。 

   ＜キーワード＞ 教育メディア，提示スライド，配色，明度差，色差，輝度比
    

１１１１．．．．背景背景背景背景とととと目的目的目的目的    

今日，特に高等教育では，プレゼンテーション

ソフトウェアで作成したスライドを講義資料と

して利用した講義がよく行われている。
本研究では，講義資料である提示スライドの視

認性を高めることを目指し，無彩色である白黒背

景色と文字色の組み合わせにおける文字の読み

やすさについて，主観評価実験を行った。そして

主観評価の結果と背景色と文字色から得られた

各物理量との関係性を考察した。

２２２２．．．．18181818 配色配色配色配色におけるにおけるにおけるにおける主観評価主観評価主観評価主観評価実験実験実験実験    

2.1.2.1.2.1.2.1.    実験手続実験手続実験手続実験手続きききき    

背景色と文字色の組み合わせが異なるスライ

ド 枚について，文字の読みやすさやスライド

の明るさ，疲れ等に関する主観評価を調べるため

に質問紙調査を行った。スライドは インチス

クリーンに提示し，被験者席はスクリーンから

の視距離に設けた。
スライドは，日本語による有意な人物説明文

（総文字数 文字，行，横書き，左揃え配置。

平仮名 文字，カタカナ 文字，漢字 文字，

数字  文字，アルファベット  文字，記号，

句読点 文字を含む。アルファベットと数字は半

角，それ以外は全角で表示）をゴシック体，
で表示した。
被験者はスライド送りを各自で操作し，各スラ

イドに関する質問に筆記で回答した。
質問紙は，文字の種類別（平仮名，カタカナ，

漢字，数字，アルファベット，記号・句読点）に，

各文字の読みやすさについて７件法，スライドや

文字の明るさ，配色の見慣れ，疲れ等について 
件法，陰陽スライドに対する好みと文字の読みや

すさを二者強制選択法で構成した。
被験者は，大学生，大学院生，研究生 名（男

性 名，女性 名），被験者の視力は矯正を含

む平均両眼視力  であり，全被験者の色覚は，

石原式色覚検査表を用いて正常と判断された。

2.2.2.2.2.2.2.2.    配色配色配色配色    

表  に実験した背景色と文字色の組み合わせ

を示す。これらは，や における先行研

究（清水・吉沢 ，高柳ら ，高橋ら 

）で利用された配色や，既に筆者が実施し

た実験（小原・西原 ）の際に用いた配色を

元に陰陽交えて選定した。

2.3.2.3.2.3.2.3.    色色色色のののの物理量物理量物理量物理量のののの算出算出算出算出法法法法    

背景色と文字色の  値を用いて，明度差，

色差，輝度比を  上のアクセシビリティの確

保に関するガイドラインを基に算出し，利用した。

明度差と色差は，テクニカルノート（）
に示されている計算式から，輝度比は
草案ガイドライン（）に示されている計算

式から算出した。
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また色彩輝度計（社製 ）を

用いて各色スライドの輝度及び  表色系にお

ける  値を測定した。この測定した輝度値を

用いて，背景色と文字色における高輝度と低輝度

の比を求め，それを測定輝度比とした。
表表表表     背景色背景色背景色背景色とととと文字色文字色文字色文字色のののの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ

（（（（括弧内括弧内括弧内括弧内はははは  値値値値））））
背景色 文字色 背景色 文字色 

白 

(#FFF) 

黒 (#000) 

黒 

(#000) 

白(#FFF) 

紺 (#006) 薄水色(#CFF) 

青 (#00F) 黄(#FF0) 

紫 (#909) シアン (#0FF) 

赤 (#F00) 緑 (#0F0) 

マゼンタ 

(#F0F) 
オレンジ (#F60) 

緑 (#0F0) 赤 (#F00) 

シアン 

(#0FF) 
マゼンタ (#F0F) 

黄 (#FF0) 青 (#00F) 

３３３３．．．．実験結果実験結果実験結果実験結果とととと考察考察考察考察    

3.3.3.3.1111....    文字文字文字文字種別種別種別種別読読読読みやすさのみやすさのみやすさのみやすさの主観評価主観評価主観評価主観評価    

文字種別の文字の読みやすさに関する主観評

価結果を，図１に示す。漢字に対する評価が低く

なった配色もあるが，文字種別間で評価に大きな

差は見られなかった。












図図図図１１１１    文字種類別文字種類別文字種類別文字種類別    文字文字文字文字のののの読読読読みやすさみやすさみやすさみやすさのののの主観評価主観評価主観評価主観評価

3.3.3.3.2222....    文字文字文字文字のののの読読読読みやすさのみやすさのみやすさのみやすさの主観評価主観評価主観評価主観評価

とととと色色色色のののの物理量物理量物理量物理量のののの関係関係関係関係    

文字種別の文字の読みやすさの主観評価平均

値と明度差，色差，算出輝度比，測定輝度比の各

物理量の相関を調べたところ，明度差（，
），測定輝度比（，），算出輝

度比（，），色差（，）
となり，全てに有意な正の相関が見られた。

文字がはっきり見えるかという質問に対する

主観評価と各物理量との相関を調べると，明度差

（，），測定輝度比（， ），
算出輝度比（，），色差（，）
となり，全てが正の相関を示した。
以上から文字を識別しやすさに，明度差，輝度

比色差が関係することが判明したが，どの程度

の値が適切か等，更なる検討が必要である。
 ページにおけるアクセシビリティの確保

を目指す指標として，明度差と色差の基準値が示

されている（ ）。無彩色背景を利用し

た提示スライドについても，色の物理量の関係性

から文字の読みやすさを説明することが，現在の

課題となっている。

４４４４．．．．まとめとまとめとまとめとまとめと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    

本研究では，無彩色背景提示スライドについて，

 配色における文字の読みやすさ，識別のしや

すさに関する主観評価を行った。その結果と配色

から得られる各物理量との関係性を考察した結

果，文字種別の読みやすさ主観評価平均，及び文

字がはっきり見えるかに対する評価と各物理量

に有意な正の相関が見られた。
現在，正の相関を示した色の各物理量から，識

別の観点における文字の読みやすさの予測がで

きるかどうかについて，検討を進めている。
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